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 フラストレート・スピン梯子系の新しい候補として、BiCu2PO6 に

注目が集まっている。近年の実験により、BiCu2PO6 において、多数

の磁場誘起相が観測された	
 [1]。この幾つかは、フラストレーショ

ンのないスピン梯子系では説明できないものである	
 [2]。そこで、

フラストレーションの効果を取り込んだ有効模型を導入し、密度行

列繰り込み群法によって数値的に解析した。その結果、複数の磁場

相転移と磁化プラトーを見出し、実験結果の特徴を良く捉えられる

ことが分かった	
 [3]。さらに、この多段磁気相転移の物理は、擬ス

ピン変換を導入することで解析的にも理解できることが分かった。	
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